
「新成長戦略～「元気な日本」復活のシナリオ～」
（平成22年６月18日閣議決定）において、21の国家戦
略プロジェクトのうちの一つとして「環境未来都市」
構想が位置付けられています。これを受け政府では、
「環境未来都市」構想を具体化していくため、「環境
未来都市」構想有識者検討会を設置し、コンセプトに
関する議論を重ね、今般、その整理を行いました。
「環境未来都市」構想とは、限られた数の特定の都
市�地域において、世界に類のない成功事例を創出す
るとともに、成功事例の国内外への普及展開による需
要拡大、雇用創出、国際的課題解決力の強化を通じて、
環境�超高齢化対応等を追求した人間中心の都市を目
指すものです。また、社会経済システムイノベーショ
ンを引き起こすことにより、「誰もが暮らしたいま
ち」、「誰もが活力あるまち」を実現し、都市�地域
レベルから持続可能な経済社会構造へと変革を遂げる
ことを目指すものです。

本フォーラムでは、この「環境未来都市」構想の趣
旨を紹介するとともに、有識者と経済界の代表をお招
きし、「環境未来都市」構想を切り口とした持続可能
な今後の都市�地域の在り方についてのディスカッ
ションを行います。
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